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スギエリートツリー 1 年生コンテナ苗の形状と初期成長

スギコンテナ苗育成の留意点として形状比（苗高 / 根元直径）が高いことによる植栽後の成長
不良が指摘されてきました。そこで、エリートツリーから採取した種子で 1 年生コンテナ苗を
育成し、苗木の出荷規格とその後の樹高、形状比を比較したところ、苗木の形状が初期成長
に及ぼす影響は小さく、従来の流通苗同様の苗木形状で良好に成長しました。

出荷規格と形状比の関係
福島県と静岡県のスギに良く適した立地で、出

荷規格が植栽後の成長に及ぼす影響について比
較しました。植栽時に形状比が高い苗木もみられ
ましたが、おおむね 100 以下に収まっていました。
２箇所の事例における出荷規格と形状比の関係
は、規格が大きいほど形状比が高い事例（静岡）
と関係性が見られない事例（福島）が認められま
した（図２）。

形状比と３成長期後樹高の関係
3 成長期後において静岡ではほぼすべて生残し

ているため生残率に出荷規格間差はありませんで
したが、福島では 5 号規格の生残率が低くなる
傾向にありました。形状比と 3 成長期後の樹高
の関係について、形状比によって一部統計的に有
意な差がみられましたが、形状比と樹高には一貫
した傾向はみられず、いずれの形状比の苗木も
ほぼ同様に良好な初期成長を示していました（図
３）。

出荷規格と３成長期後樹高の関係
出荷規格と 3 成長期後の樹高の関係について、

各出荷規格の苗木の中央値は大きい出荷規格で
高くなり、一部では統計的に有意な差がみられま
した。しかし、各規格間の樹高の分布の重なり
は大きく、3 年間で樹高に大きな差がなくなった
と言えます（図４）。今回のような成長に適した立
地では大半の個体が３成長期後に下刈りを終了で
きる 2.5m を超える樹高 （P.15）となり、エリートツ
リーは成長の良い苗木であることが確認されまし
た。

図２. エリートツリーから採取した種子によるコンテナ苗
の出荷規格 * と形状比 ** の関係

図３. エリートツリーから採取した種子によるコンテナ苗
の出荷規格別（上図参照）の形状比と 3 成長期後の樹
高の関係

図４. エリートツリーから採取した種子によるコンテナ苗
の出荷規格と 3 成長期後の樹高の関係

試験地のうち福島は林木育種センターが調査し、静岡は静岡県が調査し
た。両試験地とも年 1 回下刈り（全刈り）。いずれの図においても、図中の
同一アルファベットをもつ出荷規格間および形状比間に有意差はなく、ま
た、n.s. は全比較において有意差がない（Bonferroni 調整した総当たりの
Wilcoxon の順位和検定）。＊出荷規格は、令和 4 年度の林野庁山林用主要苗
木標準規格。＊＊形状比は苗高（樹高）を根元直径で除した値で、図２の横
軸の各目盛は、±５の幅の階を示す。福島および静岡の形状比はそれぞれ出
荷前および植栽直後の測定値から形状比を算出。
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施肥濃度を調整して得苗率をあげる

1 成長期で播種から出荷までを行う1 年生スギコンテナ苗の育成について、基本培土をヤシガ
ラとした場合を事例とし、その元肥の施肥濃度を検討しました。調査の結果、育苗環境ごとに
得苗率が高い元肥の施肥濃度が存在しました。また、育苗環境の温度により肥料混入量の調
整が必要なこともわかりました。

育苗環境ごとに得苗率の高い施肥濃度が存在する
島根県でコンテナ苗に移植した芽生えについて、17 通りの元肥の施肥濃度で育苗試験を行いました。

育苗終了時の芽生えの生残率、出荷可能な値以上の苗高、根元直径および根鉢形成率から施肥濃度ごと
に得苗率を算出し、それぞれを曲線で近似しました（図５）。まず、施肥濃度の上昇に伴い苗高と根元直径
が大きくなることで得苗率が向上し、ある濃度を境に生残率が急激に下降した結果、得苗率が低下しました。
コンテナ苗育成事業への新規参入者や、最適な施肥濃度を過去に検討していない生産者は、それぞれの
育苗環境に適した施肥濃度を検討されるとよいでしょう。

施肥は涼しい地域は多めに、暖かい地域は少なめに
本研究には様々な地域の試験研究機関が参画しており、各地域で

スギコンテナ苗の育成に適した施肥設計を試行しました。その結果、
複数機関で、芽生えやセル苗を移植して 1 成長期育苗すれば出荷規
格を満たす苗木を生産することに成功しています。ここで得られた
各担当者の経験に基づき、1 年生コンテナ苗を育成するためのお勧
めの元肥の施肥濃度を集約し、夏季平均気温と肥料の溶出指数（肥
料の溶出具合）の関係を調べると、暖かい場所ほど溶出指数が小さ
い施肥設計となっていました（図６）。緩効性肥料は、同じ製品であっ
ても、暖かい場所ほどより短期間に高濃度に養分が溶出する特性を
持っています。この溶出指数と夏季平均気温の関係から、気温が高
い地域では、肥料焼けしないように緩効性肥料を少なめに施用して
いる傾向が認められます。

図６. 夏季平均気温と溶出指数の
関係

溶出指数はメーカーが表示している窒素含有
率（％、NC）と溶出期間（日、LO）と各地
での使用量（g/ 培土 L、AD）から算出した窒
素の溶出度合いの指数。夏季平均気温は近傍
測候所の 2018 年～ 2021 年の 6 月 1 日から
9 月 30 日までの気温の毎時測定値の平均値

図５. 施肥濃度別の得苗率 ( 左 ) と、それらを構成す
る苗高、根元直径、根鉢形成率および生残率

(JFA150 の例。島根県の出荷規格は苗高が 30cm 上、根元直径が 3.5mm
上、根鉢形成は根が表面積の 35% 以上 )
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グルタチオン施用の効果を植栽後の林地で探る

酸化型グルタチオン（GSSG) は、多くの植物の成長促進に有効なことが認められています。そ
こで、スギの造林地への施用効果について検討しました。GSSG を含む肥料で育苗したスギの
苗木は、植栽後の生残率が高く、樹高成長も GSSG を施用しない場合に比べて早くなりました。

育苗時の使用で、植栽地での生存率アップ
造林地での植栽木の活着不良による補植等の追加作業

は経営に大きな影響を与えます。そこで、酸化型グルタチ
オン（GSSG）施用試験をスギの第一世代精英樹（中之条２）
に対して行い、愛媛県に植栽しました。育苗時に GSSG を
施用した苗木（育苗時○）は、植栽後の生残率が高いこと
がわかりました。特に育苗時と植栽時に GSSG を施用した
場合に生残率が高く、グラフに示した試験地では、生残率
は 100％でした（図 11）。育苗時に GSSG 施用しなかった
場合は、徐々に生存率が低下しましたが、下刈りまでに雑
草木との競争に負けた個体が増加した結果です。

GSSG 施用で樹高成長量増加
植栽時の GSSG 施用は、生残率だけでなく、

樹冠面積、樹高成長にも効果が現れました。
生残個体だけの樹高成長量を示すグラフ（図
12）では GSSG 施用によって樹高成長が早いこ
とがわかります。3 年次の樹高の割合をみると、
育苗時に GSSG 施用した場合はおよそ 7 割以
上の個体が 150 cm の高さを上回っています（図
13）。生残率も確保して確実な成長効果を得る
には、育苗時と植栽時のGSSG施用が重要です。
今後、確実な GSSG の施用効果を得るためには、
地域に応じた様々な立地環境と施用条件の関
係の解明が必要となってきます。

図 11. GSSG 施用の有無による植栽した苗木
の生残率

図 12. GSSG 施用の有無による植栽した苗木の樹高推移

図 13. GSSG 施用の有無による樹高 150cm を基準とした 3 年次の樹高分布の割合
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種子の品質とエリートツリー苗の成長

非破壊的に測定できる種子品質を表す指数である SQI によって、苗木の成長が異なることが明
らかになってきました。SQI を基にして種子品質グレードを定めると、同じグレード内での成長
のばらつきは小さく、得苗率の向上が期待できました。また、エリートツリー由来の種子品質
は良く、従来の精英樹や少花粉系統の実生苗に比べて、苗の成長が早いことも分かりました。

SQI 値と苗木の成長
近赤外分光画像を取得することで種子品

質を表す指数である SQI を知ることができ
ます。この SQI 値が低い方が、育苗段階で
の苗木の平均的な成長速度が早いことがわ
かりました（図 14）。一般的に配布されてい
る種子は右グラフの種子品質グレード A か
ら H が混在しており、成長は大きくばらつき
ます。また、山行苗のサイズ（苗高、根元直径）
も同様にばらつきます。種子のグレード選別
を行えば、苗の成長のばらつきを抑えて得苗
率をあげることができると期待されます。

エリートツリーを母樹とする種子の SQI
エリートツリー21系統、少花粉 6 系統の平均 SQI 値と平均プラグ苗高の関係を調べると、エリートツリー

を母樹とする種子の方が平均的な SQI が低く、苗高は高い傾向でした（図 15）。また、上述のプラグ苗の
苗高でグレード分けしてコンテナに移植した結果、良いグレードほど一年次のコンテナ苗の高い成長が見
込めることが分かりました（図 16）。従って、エリートツリー系統を母樹とする種子を用いることで、より
効果的な育苗が可能になると期待されます。

図 14. SQI 値に基づく種子品質グレードとプラグ苗高との関係

図 15. 実生プラグ苗高と SQI 値の関係 図 16. プラグ苗の苗長に基づく等級（グレード）
分けと 1 年次秋のコンテナ苗の苗高の関係




